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平成２７年度第１２回（第２５回） 

３市共同資源物処理施設整備地域連絡協議会  

 

日時：平成２８年１月３１日 PＭ６：００～ 

場所：衛生組合会議室    

出席者：別途(衛生組合作成議事録による) 

 

１．序 

本回の打ち合わせは衛生組合（３市共同）から提案されている３種の施設建設について

その内容を衛生組合から説明する。 

 

２．参考資料 

本日の打ち合わせには以下の資料を使用した。 

  (1)「標題と同一」次第 

  (2)３市共同資源物処理施設の立地と必要性について 

(3)３市の廃棄物排出量の実績と予測（修正版） 

(4)「（仮称）３市共同資源物処理施設整備実施計画案」 

(5) ｢(仮称）不燃・粗大ごみ処理施設整備基本計画」 

 

３．議事進行 

3.1 修正点 

(1) 施設の高さの件（プラ工場）  

「必要な機能を確保した上で高さを決定する」を仕様書に追加する。 

(2) 不燃／粗大 工場                         

表を統一化する。 

(3) 議員の質問について → 変更する予定はない。（森口→衛生組合） 

 

3.2 ３市の廃棄物搬出量の実績と予測 

(1) 小平市の施策 

・ ２(3)項資料「P3」による。 

・ ５項目の施策を中心に有料化の推進及びゴミの減量化を図る。 

(2) 東大和市 

・ ２(3)項資料「P4」による。 

・  ３項目の施策を中心にゴミの減量化を図る。 

・ 広報紙の発行の増加。 
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(3) 武蔵村山市 

・ ２(3)項資料「P5」による。 

・ ５項目の施策を中心に有料化の推進及びゴミの減量化を図る。 

 

3.3. 質疑応答 

 (1) 人口推移（統計）について（３市） 

   国の統計との乖離がみられるが、今回提示の数字は同様の方向でない。 

  これで良いのですか？（阿部） 

・ 回答：各市共に現地の推移動向(数年前より)をみて今回の数字を提示している。 

（田口） 

(2) 各市はどの部門が人口予測をしているのですか？（邑上） 

・ 回答：各市より担当部門が出ている Data に基づいて使用（片山） 

 

小平市： 

東大和市：    ？   ：使用は資料を衛生組合で記入してください。 

武蔵村山市：        ⇒回答必要事項 

 

(3) 資料には使用した「Data 名：年月日」を記載して戴きたい。（坂本） 

   専門性を持った Data 解析をお願いしたい。 

(4) 減量施策が変わらないのにゴミ排出量が減少するのは何故か？（山崎） 

   （基本計画）（小平市／武蔵村山市の２市） 

・ 回答：・ 使用する Data が相異した為。   (片山） 

   ・ 今回は最新の予測 Data を使用した。 

 

(5) 武蔵村山市／小平市の有料化の実施は？ 

   有料化に伴う減少の考え方が盛り込まれていないのでは？（坂本） 

・  回答：各市この点は考慮に入った形で今日の数字が提示されている。（片山） 

・  回答：この会議のカテゴリーでは各市の有料化の議論は出来ない。（片山） 

     ・小平市：３１年度目標 

・武蔵村山市：３０年度目標 

     ・３０／３１年度でこの点を加味している（P3）（各市担当） 

     ・３０／３１年度でこの点を加味している（P5）（各市担当） 

 

(6) 小平市／武蔵村山市の民間回収の活用について（邑上）    

・ 回答  小平市：店頭回収については働きかけを考えている。 

      武蔵村山市：小平市同様検討している。 

  邑上：是非前向きに施行してください。 

 

各市長が発言している。（各市担当） 
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(7) 小平市の硬質プラの排出量について（山崎） 

・ 回答  軟プラとの区分及び不燃物との関係が明確でなく、 

この点は検討すべき課題と考える。（小平市担当） 

 

再度検討し報告する（小平市担当）→ 分析して課題として 

                    取り上げます。 

         ・不燃粗大の量が他２市より可成り多い 

          この点の要因も含めて検討して戴きたい。 

 

(8) 衛生組合と各市の責任区分？ （邑上） 

      ・ 基本：自区内処理が基本 

       これを３市でやっている。       

      この３市の運営をやっている。     衛生組合の 

        ・ 設置／運営          仕事の基本 

・ 分別基準の統一、構想作り 

     資源化基準の統一を図る提案をする。 

 

 ・ 具体的な施策は３市が決める事となる。 

   ・ 概念図を次回会議迄に作成する。（衛生組合）⇒回答必要項目 

 

(9) 低周波騒音についての質問（川崎）⇒回答必要項目 

  次回回答(質問状は既に衛生組合に提出済み) 

(10) 武蔵村山市（市担当） 

   他市からの資源物搬入を止めた事はない。 

 

(11) 人口推計（山本） 

人口の推計ついては改めて up-to-date の Data を含めての予測値として戴き 

たい。（現状での） 

  「根幹」での数字なので精査数字で見直して戴きたい。 

 ・ 各市の予測値の数字を算出している論拠について示して戴きたい。 

         回答：（各市了解しました。回答いたします。）⇒回答必要事項 

 

次回：２月１３日 ＰＭ６：３０～ 

   桜が丘市民センター 

                 板書きサイン 

 


